










































































































































































































中」「教室の中」に存在することをあげている (Barett-Kruse, Martinez & Carll, 
1988)。これは学校が虐待発見の場，対応や援助において連携作りの場となり，学
校組織全体で，また専門家と組織的に取り組む連携の中心として機能することが









たり，セラピーに通っており (Egeland,Jacobvitz, & Sroufe, 1998), 逆境にあり
ながら発達段階で効果的な課題解決をしている児童は一人以上の重要な他者との
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